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徳
之
島
町
の
「
第
35
回
ど
ん
ど
ん
祭
り
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
）

が
８
月
６
日
に
「
ち
び
っ
こ
相
撲
」
を
皮
切
り
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

大
島
地
区
交
歓
大
会
を
兼
ね
た
「
ち
び
っ
こ
相
撲
」
に
、
元
気

い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
。
精
一
杯
に
相
撲
の
取
組
に
挑

み
、
た
く
ま
し
い
姿
を
見
せ
ま
し
た
。。

祭
り
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
パ
レ
ー
ド
で
は
、
闘
牛
の
行

進
を
実
現
。
パ
レ
ー
ド
開
始
前
の
道
路
を
悠
然
と
歩
く
闘
牛
の

迫
力
あ
る
様
子
は
、
見
る
者
を
圧
倒
し
ま
し
た
。
24
団
体
・
約

７
５
０
名
が
参
加
し
た
パ
レ
ー
ド
は
「
花
の
徳
之
島
」
や
「
ワ
イ

ド
節
」
の
音
楽
に
の
せ
て
午
後
６
時
に
ス
タ
ー
ト
。
み
こ
し
行
列

や
踊
り
連
が
沿
道
に
集
ま
っ
た
沢
山
の
観
客
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

芸
能
大
会
や
サ
ー
フ
ィ
ン
大
会
、カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
、
家
族
や
仲
間
で
夏
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン

を
存
分
に
楽
し
ん
で
い
る
光
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

悪
天
候
の
た
め
７
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
花

火
大
会
は
翌
日
８
日
に
延
期
さ
れ
ま
し
た
。
３
日
目
を
締
め
く
く

り
、
夜
空
に
次
々
と
打
ち
あ
が
る
色
鮮
や
か
な
大
輪
の
花
火
に
、

大
き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

（
後
日
開
催
の
ハ
ー
レ
ー
舟
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会
は
10
月
号
で

掲
載
し
ま
す
）

第35回

どんどん祭り
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News of the town ●● ●

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
７
月
24
日
、

「
第
20
回
町
地
域
女
性
連
芸
能
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
12
地
区
が
趣
向
を
凝

ら
し
た
踊
り
や
歌
を
披
露
し
ま
し
た
。

今
年
の
芸
能
大
会
で
は
、
伝
統
芸
能
や

ダ
ン
ス
、
カ
ラ
オ
ケ
や
踊
り
な
ど
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
大
勢
の
前
で
の
発
表
を
控

え
て
緊
張
し
て
い
た
出
演
者
た
ち
は
、
観

客
の
声
援
を
受
け
、
力
の
入
っ
た
演
出
で

熱
演
し
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。
発
表
を

終
え
る
と
清
々
し
い
笑
顔
に
な
り
、
観
客

と
共
に
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。各

地
域
の
様
々
な
年
代
層
の
女
性
た
ち

が
、
計
画
練
習
し
発
表
し
た
芸
能
大
会
。

よ
り
一
層
、
地
域
女
性
連
の
絆
が
深
ま
っ

た
よ
う
で
し
た
。

地域女性連芸能大会
地区の息をあわせて

第 57 回大島地区大会

７
月
16
日
か
ら
２
日
間
、「
第
70
回
鹿

児
島
県
民
体
育
大
会
第
57
回
大
島
地
区
大

会
」
が
大
島
地
区
の
各
地
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
町
内
か
ら
も
多
く
の
選
手
が
各
競

技
に
出
場
し
ま
し
た
。

徳
之
島
町
で
は
、
７
月
16
日
に
亀
津
中

学
校
徳
心
館
で
柔
道
競
技
、
７
月
17
日
に

町
体
育
セ
ン
タ
ー
で
剣
道
競
技
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

同
大
会
で
の
成
績
結
果
を
受
け
、
8
月

３
日
に
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
、
本
大

会
の
結
果
報
告
会
と
県
大
会
へ
の
激
励
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

空
手
道
、
弓
道
、
剣
道
、
陸
上
等
の
選

手
が
出
席
し
、
県
大
会
へ
向
け
て
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

砲丸投げで新記録を樹立した田袋佳唯さん

少年男子の部が優勝した空手道競技

地元開催に優勝の花を添えた剣道競技 団体優勝で弓道競技関係者の皆さん
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●● ● Town news

徳
之
島
町
新
消
防
団
長
に
、
原
田
辰
法

さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。
７
月
25
日
に
町

役
場
町
長
室
で
高
岡
秀
規
町
長
か
ら
原
田

さ
ん
へ
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

原
田
新
消
防
団
長
は
、
昭
和
59
年
５
月

に
消
防
団
へ
入
団
し
32
年
間
消
防
活
動
に

従
事
し
、
団
長
就
任
前
は
４
年
間
副
団
長

を
務
め
ま
し
た
。

今
後
は
「
団
員
全
員
が
同
じ
よ
う
に
動

け
る
こ
と
」
や
「
団
員
一
人
一
人
の
責
任

感
」、「
現
場
を
指
導
で
き
る
指
揮
官
の
育

成
」
や
「
団
と
し
て
の
規
律
」
な
ど
に
尽

力
し
た
い
と
話
し
ま
し
た
。
そ
の
上
で「
２

年
後
の
消
防
操
法
大
会
へ
向
け
、
一
年
を

通
し
た
練
習
を
計
画
し
、
優
勝
へ
向
け
て

力
を
合
わ
せ
て
い
き
た
い
」
と
目
標
を
話

し
ま
し
た
。

徳之島町新消防団長就任
志し新たに

町
役
場
駐
車
場
で
８
月
１
日
、
サ
ト
ウ

キ
ビ
夏
植
え
推
進
出
発
式
（
町
糖
業
振
興

会
主
催
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。
生
産
農
家

や
関
係
団
体
な
ど
か
ら
約
90
名
が
参
加

し
、
収
穫
面
積
確
保
や
単
収
向
上
の
目
標

達
成
に
向
け
て
「
頑
張
ろ
う
三
唱
」
で
気

勢
を
上
げ
ま
し
た
。

幸
野
善
治
副
町
長
は
徳
之
島
ダ
ム
の
通

水
に
よ
る
増
産
効
果
を
期
待
し
、「
土
づ

く
り
、
人
づ
く
り
に
ま
い
進
し
て
単
収
向

上
に
つ
な
げ
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。
南
西
糖
業
徳
之
島
事
業
本
部
の
岩
淵

達
夫
本
部
長
は
「
茎
長
、
茎
数
と
も
に
例

年
並
み
の
順
調
な
生
育
。
今
年
は
雨
が
多

く
、
雨
に
恵
ま
れ
た
年
は
豊
作
年
と
な
る

と
い
わ
れ
て
い
る
」
と
今
期
の
豊
作
を
期

待
し
ま
し
た
。

サトウキビ夏植え推進出発式
豊作年を期待

「
第
16
回
子
ど
も
議
会
」
が
８
月
２
日
、

町
議
会
議
事
堂
で
開
か
れ
ま
し
た
。
町
立

小
中
学
校
か
ら
25
名
の
児
童
生
徒
が
出
席

し
、
各
学
校
が
提
出
し
た
議
案
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
た
。

今
年
の
議
案
で
は
、
世
界
自
然
遺
産
登

録
や
自
然
環
境
に
関
す
る
内
容
が
多
く
挙

げ
ら
れ
ま
し
た
。
児
童
生
徒
は
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
を
利
用
し
、
わ
か
り
や
す
く
議
題

を
説
明
。
各
課
長
の
答
弁
を
熱
心
に
聴
き
、

発
案
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
懸
命
に
質
問
や

提
案
を
し
ま
し
た
。

２
年
に
一
回
開
催
さ
れ
る
子
ど
も
議
会

で
は
、
毎
回
子
ど
も
ら
し
い
素
晴
ら
し
い

発
案
が
町
政
に
も
一
部
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
ま
す
。

子ども議会
子どもの視点で町づくり

「
う
そ
電
話
詐
欺
に
か
か
る
協
力
に
関

す
る
シ
ル
バ
ー
協
力
隊
員
の
委
嘱
状
の
交

付
式
」
が
、
８
月
12
日
に
町
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
鹿
児
島

県
警
察
本
部
か
ら
、
22
名
の
会
員
及
び
職

員
に
委
任
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
会
員
等
を
「
う
そ
電
話
詐
欺
撲
滅

シ
ル
バ
ー
協
力
隊
員
」
と
し
て
県
警
が
委

嘱
。
協
力
隊
員
が
就
業
等
を
通
じ
て
、
う

そ
電
話
詐
欺
の
電
話
を
受
け
た
高
齢
者
か

ら
の
情
報
を
警
察
に
通
報
し
、
被
害
に
あ

わ
な
い
よ
う
犯
罪
防
止
に
協
力
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

高
齢
者
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
社

会
実
現
の
た
め
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
組
織
力
・
活
動
力
に
注
目
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。

シルバー人材センターへ委嘱
高齢者の安全と安心のために
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里
村
勝
志
さ
ん
か
ら
亀
徳
自
治
会
へ

２
０
０
万
円
が
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
亀
徳

公
民
館
で
８
月
４
日
、
伝
達
式
が
開
か
れ
、

両
親
の
里
村
隆
志
さ
ん
・
カ
ツ
ヨ
さ
ん
夫

妻
か
ら
実
吉
悟
区
長
（
亀
徳
自
治
会
）
へ

目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

亀
徳
出
身
の
里
村
さ
ん
は
高
校
卒
業
後

に
島
か
ら
上
京
し
、
現
在
は
東
京
都
東
村

山
市
で
従
業
員
約
30
人
の
住
宅
設
備
会
社

を
経
営
。
苦
労
を
重
ね
て
き
た
会
社
の
経

営
が
軌
道
に
乗
り
だ
し
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、「
故
郷
の
た
め
に
な
に
か
で
き
な
い

か
」
と
寄
付
の
計
画
を
両
親
に
申
し
出
た
そ
う
で
す
。
伝
達
式
に
は
地
域
住

民
も
集
ま
り
、
集
落
出
身
者
の
頼
も
し
い
成
長
や
活
躍
を
喜
び
、
故
郷
を
慈

し
む
思
い
に
感
謝
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
の
幸
田
孝
継
さ
ん
が
退
任
し
、
新
た
に
安
田
司

さ
ん
と
徳
山
と
し
子
さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。
７
月
20
日
に
役
場

町
長
室
で
、
高
岡
秀
規
町
長
か
ら
感
謝
状
と
委
嘱
状
が
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

委
員
を
10
年
間
務
め
て
き
た
幸

田
さ
ん
は
、
人
権
教
室
で
町
内
の

各
小
中
学
校
を
ま
わ
り
、
主
に
い
じ
め

に
つ
い
て
話
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

中
で
大
切
に
し
た
こ
と
は
子
ど
も
が
理

解
し
や
す
い
よ
う
に
伝
え
る
こ
と
。「
い

じ
め
や
嫌
が
ら
せ
で
心
に
傷
が
で
き
不

登
校
に
な
り
、
子
ど
も
に
と
っ
て
一
番

楽
し
い
学
校
と
い
う
学
び
の
場
所
が
奪

わ
れ
な
い
よ
う
に
」
と
い
う
思
い
を
新

た
な
委
員
へ
託
し
ま
し
た
。

町
役
場
町
長
室
で
７
月
25
日
、
第
27
回

「
み
ど
り
の
愛
護
」
功
労
者
国
土
交
通
大
臣

表
彰
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
県
大
島

支
庁
徳
之
島
事
務
所
の
室
屋
恵
一
所
長
か

ら
池
間
フ
ラ
ワ
ー
ク
ラ
ブ
の
米
良
フ
ジ
エ

女
性
部
長
へ
賞
状
と
記
念
品
が
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

徳
之
島
事
務
所
の
室
屋
所
長
は
「
徳
之

島
の
美
化
活
動
の
先
導
役
」
と
賛
美
。
池

間
集
落
の
宝
野
秀
嗣
区
長
は
「
み
ん
な
で

ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
っ
て
協
力
し
、
現

在
ま
で
続
け
て
く
る
こ
と
が
で
き
た
。
集
落
の
絆
の
お
か
げ
」
と
地
域
の
協

力
に
感
謝
し
ま
し
た
。

徳
田
才
二
郎
さ
ん
か
ら
み
こ
し
の
寄
贈

こ
の
度
、
秋
葉
神
社
氏

子
崇
敬
会
代
表
の
徳
田
才

二
郎
さ
ん
よ
り
、
み
こ
し

の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

寄
贈
さ
れ
た
立
派
な
み
こ

し
は
、
早
速
、
ど
ん
ど
ん

祭
り
で
教
育
委
員
会
に
担

が
れ
ま
し
た
。

後
日
、
８
月
12
日
に
役

場
町
長
室
で
、
徳
田
さ
ん

の
善
意
に
感
謝
状
が
お
く

ら
れ
ま
し
た
。

人権擁護委員
幸田孝継さんから

新委員へ

池間フラワークラブ
国土交通大臣表彰

里村勝志さん
亀徳自治会へ200万円寄付
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♦低栄養になっていませんか？
～□チェックをつけてみましょう～

□下記の 10品目を毎日とれていない。

□食べ物を十分に買えない。

□ 1人で簡単な食事をすることが多い。

□ 1日に 3種類以上薬を飲んでいる。

□この 3ヵ月間で体重が 1kg 以上減った。

□この 3ヵ月間で強いストレスがあった。

□この 3ヵ月で急性の病気になった。

□ 1年以内に転倒したことがある。

税金

納
税
に
関
す
る
お
知
ら
せ

町
税
の
納
付
は
口
座
振
替
を

徳
之
島
町
で
は
各
種
税
金
・

使
用
料
の
口
座
振
替
を
お
勧
め

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
指
定

し
た
金
融
機
関
が
あ
な
た
に
代

わ
っ
て
預
貯
金
口
座
か
ら
振
替

え
て
、
町
に
納
付
す
る
制
度
で

す
。
一
般
的
に
手
続
き
は
一
度

で
、
翌
年
度
以
降
は
自
動
的
に

更
新
さ
れ
ま
す
の
で
、
納
期
の

た
び
に
金
融
機
関
な
ど
へ
行
く

手
間
が
省
け
て
大
変
便
利
で
す
。

■
必
要
な
物

・
口
座
振
替
依
頼
書
（
役
場
収
納

対
策
課
ま
た
は
各
金
融
機
関

に
あ
り
ま
す
。）

・
預
貯
金
の
通
帳

・
届
出
印

■
取
り
扱
い
金
融
機
関

・
鹿
児
島
銀
行

・
奄
美
大
島
信
用
金
庫

・
奄
美
信
用
組
合

・
九
州
労
働
金
庫

・
あ
ま
み
農
業
協
同
組
合

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

※
徳
之
島
島
外
の
方
で
、
口
座

振
替
を
申
請
さ
れ
る
方
は
口

座
振
替
依
頼
書
を
郵
送
い
た

し
ま
す
の
で
、
収
納
対
策
課
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。（
但
し
上

記
金
融
機
関
の
み
御
利
用
可
能

で
す
。）

■
振
替
日

・
町
税
（
町
県
民
税
、
固
定
資
産

税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康

保
険
税
）

納
付
月
の
25
日
（
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
）

納
付
月
の
28
日
（
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
以
外
の
金
融
機
関
）

※
振
替
日
が
、
土
・
日
・
祝
日
の

場
合
は
翌
営
業
日
が
振
替
日
と

な
り
ま
す
。

※
残
高
不
足
等
に
よ
る
口
座
振

替
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
、

再
引
落
し
出
来
ま
せ
ん
。
そ

の
場
合
は
督
促
状
が
発
送
さ

れ
ま
す
の
で
、
引
落
し
前
日

ま
で
に
残
高
の
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

健康

毎
日
の
食
事
を
見
直
し
、
健
康
生
活
に
役
立
て
ま
し
ょ
う

食
育
月
間
に
つ
い
て

若
い
世
代
、現
役
世
代
の
肥
満
が
問
題
に
な
る
一
方
で
、高
齢
者
の
低
栄
養
が
増
え
て
い
ま
す
。

低
栄
養
状
態
は
、
筋
力
や
骨
量
を
低
下
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
閉
じ
こ
も
り
や
う
つ
、
認
知

症
の
要
因
に
も
な
り
ま
す
。

健
康
な
体
は
、普
段
の
食
生
活
か
ら
。
毎
日
の
食
事
を
見
直
し
、健
康
生
活
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
！

町
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
82
―
３
１
２
１

問

町
収
納
対
策
課

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
１
７
２
、１
７
３
）

問

あなたは大丈夫？

✓

高
齢
者
の
た
め
の
低
栄
養
予
防
の
14
ヵ
条

１
、３
食
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
る

２
、
動
物
性
た
ん
ぱ
く
質
を
十
分
に
と
る

３
、
魚
と
肉
の
摂
取
は
１
：
１
の
割
合
に

４
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
肉
を
食
べ
る

５
、
油
脂
類
を
十
分
に
摂
取
す
る

６
、
牛
乳
を
毎
日
飲
む

７
、
緑
黄
色
野
菜
や
根
菜
な
ど
多
種
類
の
野
菜

を
食
べ
る
（
火
を
通
し
、
量
を
確
保
）

８
、食
欲
が
な
い
と
き
は
お
か
ず
を
先
に
食
べ
、

ご
は
ん
を
残
す

９
、
調
理
法
や
保
存
法
に
習
熟
す
る

10
、
酢
・
香
辛
料
・
香
り
野
菜
を
十
分
に
取
り

入
れ
る

11
、
和
風
・
中
華
・
洋
風
と
さ
ま
ざ
ま
な
料
理

を
取
り
入
れ
る

12
、
共
食
の
機
会
を
豊
富
に
つ
く
る

13
、
か
む
力
を
維
持
す
る
た
め
義
歯
は
定
期
的

に
検
査
を
受
け
る

14
、
健
康
情
報
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る

チェックが多いほど

要注意です !!

＜バランスよく　　
　　　10品目＞

卵、海藻、緑黄色野菜、

いも、　果物、油脂、

牛乳（乳製品）、大豆

や大豆製品、肉類、魚

介類
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助成

里
区
（
山
）、
東
区
自
治
体
に
机
や
椅
子
が
整
備
さ
れ
ま
し
た

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

「
平
成
28
年
度
の
自
治
宝
く

じ
助
成
事
業
」
と
し
て
、
里
区
・

東
区
自
治
体
が
「
一
般
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
事
業
」
の
対
象
と
な
り
、

机
、
イ
ス
、
Ｔ
Ｖ
、
発
電
機
、

昼
外
テ
ン
ト
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
セ
ッ
ト
一
式
、
冷
凍
冷
蔵
庫
、

カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト
等
が
整
備
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
一
般
財
団
法
人
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ

の
普
及
広
報
活
動
の
一
環
と

し
て
、
住
民
が
行
う
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進
に
助
成
を

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
今

後
２
団
体
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
推
進
や
各
種
行
事

等
に
有
効
活
用
し
地
域
の
活
性

化
に
役
立
て

る
予
定
で
す
。

町
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課

☎
82
―
２
９
０
４

問

「
法
の
日
」
無
料
法
律
・
登
記
・
税
務
相
談
会
開
催
の
お
知
ら
せ

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
、
鹿
児
島
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
、
南
九

州
税
理
士
会
鹿
児
島
県
連
合
会
で
は
、
10
月
１
日
の
「
法
の
日
」
に

ち
な
ん
で
、
無
料
法
律
・
登
記
・
税
務
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
事

前
予
約
は
不
要
な
の
で
、当
日
相
談
会
場
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
名
称
「
法
の
日
」
無
料
法
律
・
登
記
・
税
務
相
談
会

■
相
談
受
付
内
容　

不
動
産
や
会
社
な
ど
の
登
記
手
続

○
相
続
・
遺
言
・
成
年
後
見　

○
債
務
整
理

○
土
地
建
物
の
調
査
・
測
量　

○
境
界
問
題
、
筆
界
特
定

○
土
地
等
の
譲
渡
所
得
税
・
相
続
税
・
贈
与
税　

な
ど

■
日
時　

平
成
28
年
10
月
１
日(

土
曜
日)

午
後
１
時
～
午
後
５
時

■
相
談
会
場　

徳
之
島
交
流
ひ
ろ
ば　

ほ
ー
ら
い
館

■
実
施
方
法　

司
法
書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
・
税
理
士
に
よ
る
面

談
相
談(

相
談
は
無
料)

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会(

☎
０
９
９
―
２
５
６
―
０
３
３
５)

問

法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

相
続
登
記
は
お
済
で
す
か
？

相
続
登
記
を

し
て
い
な
い
と
・
・
・

①
相
続
登
記
を
放
置
し
て
い
る

間
に
さ
ら
に
相
続
が
発
生
す

る
と
、
相
続
人
の
人
数
が
増

え
、
登
記
手
続
き
や
費
用
に

か
か
る
負
担
が
増
加
し
ま
す
。

②
不
動
産
の
売
却
や
ロ
ー
ン
の

設
定
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

③
所
有
者
と
連
絡
が
取
れ
ず
、

土
地
の
荒
廃
や
、
災
害
復
旧

及
び
防
災
の
た
め
の
工
事
が

出
来
な
い
な
ど
の
社
会
問
題

が
発
生
し
ま
す
。

自
分
の
権
利
を
大
切
に
す
る

た
め
、
次
世
代
の
子
供
た
ち
の

た
め
に
、
未
来
に
つ
な
ぐ
相
続

登
記
を
し
ま
せ
ん
か
？

詳
し
く
は
法
務
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
未
来
に
つ
な
ぐ
相
続

登
記
」を
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

「
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」
が
発
売
さ
れ
ま
す
！

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
や

環
境
対
策
、
高
齢
化
対
策
な
ど
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
の
た
め
に

使
わ
れ
ま
す
。

◆
一
等　

３
億
円
×
14
本

　
（
発
売
総
額
４
２
０
億
円
・
14
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
）

◆
前
後
賞
各　

１
億
円
×
28
本

　
（
発
売
総
額
４
２
０
億
円
・
14
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
）

◆
発
売
期
間　

平
成
28
年
９
月
26
日
～
10
月
14
日

◆
抽
選
日　
　

平
成
28
年
10
月
21
日

〈
里
区
（
山
）〉

〈
東
区
自
治
体
〉
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住
民
生
活
課
で
は
、
戸
籍
関
係
・
年
金
・
離
島
割
引
カ
ー
ド
な

ど
町
民
と
の
か
か
わ
り
の
多
い
課
で
す
。

町
民
に
対
し
て
丁
寧
な
接
客
を
心
掛
け
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

紹介します !

住民生活課

【
戸
籍
住
民
係
】

住
民
異
動
届
の
受
付
、
住
民

票
関
係
証
明
書
、
印
鑑
登
録
・

印
鑑
登
録
証
明
書
、
戸
籍
謄
本

抄
本
等
の
交
付
、
出
生
・
死
亡
・

婚
姻
・
離
婚
・
転
籍
等
の
戸
籍

に
関
す
る
届
出
、通
知
カ
ー
ド
・

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
、
人

権
相
談
に
関
す
る
事
務
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

【
国
民
年
金
事
業
】

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
、

国
民
年
金
保
険
料
納
付
方
法
の

変
更
、
年
金
手
帳
の
再
交
付
申

請
、
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

申
請
、
年
金
を
受
け
取
る
為
の

請
求
手
続
き
、
障
害
年
金
・
遺

族
年
金
の
申
請
、
国
民
年
金
基

金
に
関
す
る
手
続
き
な
ど
、
国

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知

カ
ー
ド
は
受
け
取
っ
て
い

ま
す
か
？

平
成
27
年
11
月
下
旬
か
ら
12

月
上
旬
に
か
け
て
、
各
世
帯
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド

が
入
っ
た
、
封
書
を
発
送
し
て

お
り
ま
す
。

ま
だ
、
通
知
カ
ー
ド
が
届
い

て
い
な
い
世
帯
は
、
役
場
へ
宛

所
な
し
や
保
存
期
間
経
過
等
の

理
由
で
返
送
さ
れ
て
い
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
役
場
に
て
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
左
記
の
も
の
を
持
参
の
う

え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
本
人
が
受
け
取
る
場
合
】

・
本
人
確
認
書
類

【
代
理
人
が
受
け
取
る
場
合
】

・
本
人
の
本
人
確
認
書
類

・
本
人
か
ら
の
委
任
状

・
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類

※
本
人
確
認
書
類
に
つ
い
て
は
、

先
月
号
の
広
報
紙
で
確
認
す

る
か
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

町
住
民
生
活
課

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
１
２
３
・
１
２
４
）

民
年
金
に
関
す
る
相
談
や
申
請

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

【
ハ
ブ
対
策
事
業
】

徳
之
島
町
内
か
ら
生
き
て
い

る
ハ
ブ
を
１
匹
３
，
０
０
０
円

で
買
い
取
り
、
ハ
ブ
に
町
民
が

か
ま
れ
る
こ
と
が
無
い
よ
う
に

す
る
事
業
で
す
。
ま
た
万
が
一

ハ
ブ
に
咬
ま
れ
た
時
の
治
療
費

も
助
成
し
て
い
ま
す
。

【
徳
之
島
３
町
ネ
コ
対
策
事
業
】

ノ
ネ
コ
の
増
加
に
よ
る
ア
マ

ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
な
ど
、
徳
之

島
に
生
息
す
る
希
少
野
生
動
物

の
捕
食
被
害
を
防
止
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
ノ
ネ
コ
の
発
生
源

で
あ
る
ノ
ラ
ネ
コ
を
捕
獲
し
て

避
妊
手
術
を
す
る
事
業
で
す
。

【
離
島
カ
ー
ド
の
発
行
】

徳
之
島
町
内
に
住
所
が
あ
る

方
に
対
し
て
、
離
島
割
引
カ
ー

ド
を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。
免

許
証
サ
イ
ズ
の
写
真
が
手
続
き

の
際
に
必
要
で
す
。

【
ご
み
処
理
事
業
】

徳
之
島
町
内
の
ご
み
や
し
尿

を
適
切
に
処
理
し
、
徳
之
島
町

の
環
境
衛
生
に
携
わ
る
事
業
で

す
。

問

役場 の仕事
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どんどんまつり写真特集

町の話題

まちのきばいむん

町からのお知らせ

役場の仕事（住民生活課）

健康トピックス

元気な集落（手々集落）／
題字紹介／目次

戸籍の窓／わっきゃまちの
きまいたりっちゅ／町公式
キャラクターの応募締切／
お詫び

02
04
06
07
09
10
11

12

index

表紙写真

母間新港で 8月 16 日、ちゅっきゃ
い節祭りが行われました。田植えか
らムチタボレまでの行程を組曲にし
た島唄や踊りが賑やかに披露されま
した。

き
ま
い
た
り
ち
ゅ

―
元
気
な
集
落
―

Ｆａｉｌ．6

手々集落

■
人
口
：
101
人　

■
世
帯
数
：
54
戸

手
々
集
落
は
徳
之
島
の
北
端
に
位
置

し
、
海
と
山
に
恵
ま
れ
た
集
落
で
す
。

手
々
集
落
は
、
北
に
東
シ
ナ
海
を
望
み
、
南
は

天
城
岳
に
連
な
る
山
岳
に
囲
ま
れ
た
、
自
然
豊
か

な
集
落
で
す
。
集
落
東
方
の
町
境
で
は
、
ど
こ
ま

で
も
続
く
東
シ
ナ
海
と
ソ
テ
ツ
等
の
群
樹
林
が
風

光
明
媚
な
風
景
を
織
り
成
し
て
い
ま
す
。

人
口
１
０
１
名
の
手
々
集
落
は
過
疎
高
齢
化
が

年
々
進
む
中
で
、
伝
統
行
事
の
保
存
伝
承
活
動
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。「
ム
チ
タ
ボ
リ
」と「
ま

ん
き
ゃ
遊
び
」
は
町
指
定
無
形
文
化
財
に
指
定
さ

れ
、「
田
植
え
祭
り
」
や
「
豊
年
祭
」
な
ど
様
々

な
集
落
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
年
を
通
し

盛
ん
に
行
わ
れ
る
地
域
行
事
は
伝
統
継
承
を
行
う

と
共
に
、
子
ど
も
や
若
者
と
高
齢
者
を
繋
ぐ
地
域

の
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

田植え祭りに始まり、豊年祭や稲刈り、ムチタボリやもち
つき、しめ縄づくりまで一年をとおして稲作に関する集落
行事を行う手々集落。かつては稲作が盛んな集落で、地域
の力を合わせて米作り中心の生活を送っていたことを今に
伝えています。

豊
か
な
自
然
と
共
に
独
特
の
歴
史
や

文
化
が
魅
力
的
な
手
々
は
、
集
落
散

策
の
「
ま
ち
あ
る
き
」
の
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

手
々
中
学
校
で
は
毎
年
、
集
落
の

高
齢
者
宅
の
大
掃
除
を
手
伝
う

「
手
々
ヘ
ル
パ
ー
隊
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
掃
除
を
す
る
手
々
っ
子

を
温
か
い
ま
な
ざ
し
で
見
守
る
家

主
の
姿
や
家
主
と
子
ど
も
た
ち
の

楽
し
そ
う
に
話
す
姿
が
印
象
的
。

地
域
の
高
齢
者
と
子
ど
も
の
交
流

を
大
切
に
し
て
い
る
集
落
で
す
。



2016 年 9 月号広報とくのしま – 12 –
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お詫びと訂正

◆広報 9月号 23ページで町建築協会から菊陽
町への義援金が「100,000 円」と掲載いたしま
したが、正しくは「150,000 円」でした。訂正
しお詫び申し上げます。

◆平成 28年 8月発行の議会だよりとくのしま
（第 184 号）において訂正箇所がありました。8
ページ下段、向井学校教育課長の答弁タイトル
の「防犯等」を「防犯灯」と、同ページ岡元総
務課長の答弁中「各学校」を「各校区」と、また、
16ページの編集後記の新県知事名「三田園訓氏」
を「三反園訓氏」と訂正させていただきます。
読者及び関係者の皆様には大変なご迷惑をお
掛けし、申し訳ありませんでした。

徳之島町マスコットキャラクター ( ゆるキャラ）

デザイン募集が 9月で締切となります！

7 月 1 日より募集していました町マスコット

キャラクターのデザイン募集期間が、 9 月 30

日で締切になります。 応募を検討されている

方は、 早めに応募してください。 募集内容に

ついては、 広報とくのしま 7 月号及び町公式

ホームページをご覧ください。

【お問い合わせ先】

町地域営業課　　☎ 0997-83-4111


